
編　集　後　記

　放送大学はこの春第二回目の卒業生を世に送り出すことになり，我が国における唯一の

生涯教育の大学として，着々とその社会的機能を発揮している．すべて公開されている放

送授業を通して，本大学の教育活動は一般にもよく知られるようになってきた．

　しかし，放送大学の教授陣は生涯教育を推進すると共に，研究活動も活発に行ってい

る．その成果は多くの論文として，また著書として，発表されている．この『研究年報』

はその部分的な証にしかすぎない．今夏の附属図書館の完成とともに，放送大学はいよい

よ教育および研究機関として大きく発展していくことを私どもは確信している．読者の皆

様にも「乞う，御期待」と申し上げたい．
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